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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実施日 令和　年　月　日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

  育成すべき生徒の資質・能力
を明確にし、生徒の学習意欲の
向上につなげる教育活動の実施

  一人一人に寄り添った丁寧な
生徒指導の充実

①生徒の人間関係スキル育成の取組を行う。
②日々の生徒への声掛けや面談等を通し、一人一人の
の悩みや不安を受け止める。
③「いじめアンケート」の結果、及び多様な生徒間の
情報を担任、学年、管理職で共有し、家庭との連携を
充実させ、いじめの早期発見及び早期解決を実行す
る。

  多様な生徒個々に応じた計画
的で丁寧な進路指導の推進

①キャリア教育を踏まえた各種ガイダンス、進路面談
を通して効果的な指導を実施する。
②企業説明会や入試説明会に積極的に参加し、教員間
で情報共有し生徒の指導に活かす。
③指定校推薦を有効に活用するとともに、一般受験に
対する補習や模擬試験受験の奨励、推進を行う。
④大学進学希望者を中心に授業の質的向上、補習の充
実など丁寧な学習指導を行う。

  部活動と学校行事の充実 ①生徒会や奉仕活動委員会が中心となり、生徒の成功
体験を増やし自己肯定感を高める学校行事を行う。
②部活動運営を通して、生徒の全人的な成長発達、人
間関係スキルの育成を目指すとともに、技術力、創造
力の育成を図る。

 特別支援・教育相談体制の推進 ①共生学校の実現に向けて、久喜特支白岡分校との合
同行事や日常的交流活動を推進する。
②生活や学習上の困難を抱える生徒に対する専門家に
よる巡回支援、職員研修会を実施する。
③SC、SSWの定期的な活用

  安心安全な学習環境の維持 ①清掃指導等を通じて、教職員・生徒ともに執務・学
習環境整備の意識を高める。
②個人情報を含めた情報管理の徹底を図る。
③定期的な安全点検を実施するとともに、校内外の施
設環境整備に努める。
④防災訓練を充実させ、防災意識の育成を図る。

  教育活動や部活動に関する情
報発信の手段の工夫

①生徒や教職員の日頃の取組をホームページや
Instagramでリアルタイムでの発信を充実させる。
②メール配信システム「楽メ」及びGoogle Classroom
で保護者及び生徒へ積極的に情報を発信する。
③新聞や広報誌に本校の魅力や取組を広く発信する。
④地域の方との連携を深め、本校の教育活動に参画し
てもらう。

  学校説明会の実施方法や中学
生や保護者及び中学校教員への
情報提供と内容の改善・工夫

①生徒募集の工夫や、訪問先を厳選をする。
②学校説明会において部活動、授業体験や入試対策講
座を実施するとともに、本校生徒が中心となって運営
する場面を設定する。

  ＰＴＡ後援会・地域との協力
と新たな国際理解教育の充実

①PTA行事の精選と諸行事の復活・充実を共存させ、よ
り効果的で充実した内容とする。
②PTA、後援会、同窓会と協力して、５０周年事業を実
施する。
③働き方改革の観点を踏まえ、より実践的で効果的な
国際理解教育を推進する。

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（  ２月 １日 現在 ）

変化の兆し(４割以上)

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
評価　懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
えて評価を受けた日とする。

不十分(４割未満)

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

令 和 ８ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 白 岡 高 等 学 校 ）

目指す学校像 生徒一人一人に寄り添い、社会に貢献する人材の育成により生徒の未来を応援する学校

ほぼ達成(８割以上)

概ね達成(６割以上)

①②学校評価アンケートにおける項目「生徒を
よく理解し、生徒の心身の悩みや相談に対し
て、適切に対応している」の肯定的評価８０％
以上であるか。
②③いじめの早期発見・解消、生徒指導件数が
減少したか。

①②学校評価アンケートにおける項目「進路結
果についての満足度」で肯定的評価９０％以
上、及び「将来の希望（夢）を実現するために
努力している」で肯定的評価８０％以上であっ
たか。
③進学希望者決定率１００％であったか。
④大学入学共通テストの受験者数と一般受験者
数及び合格者数が昨年度より増加したか。

現状と課題 方策の評価指標 評価項目の達成状況

①実施した行事のアンケートで満足度が高かっ
たか。
②５０周の年各事業を実施することとができた
か。７０％以上の満足感であったか。
③働き方改革を踏まえ、国際交流事業の代替と
して国際理解教育事業を実施できたか。

①アンケートにおける項目「学校生活には満足
している」で肯定的評価８０％以上であった
か。
②部活動加入率が良好か。
②県、関東、全国大会等の結果やコンクール結
果、各種作品展への出品数等が増加したか。

①分校教職員の情報共有を年３回実施し、学校
行事、日常交流を通じて、共生学校として相互
理解が深まったか。
②チェックシートを活用したアセスメントの実
施、及び支援が必要な生徒の対応ができたか。
③定期的な活用により、支援が充実したか。

①学校評価アンケートで「学習環境に満足の満
足」の項目が５０％以上であったか。
②個人情報の取り扱いは適切に行われたか。
③安全点検で把握された不具合箇所についての
迅速な対応を行い、学習環境を維持できたか。
④防災訓練の内容が改善されたか。
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①少人数・習熟度別授業展開により、各生徒の理解度
に対応した取組を実践し、一層の学力向上を図る。
②全教員対象で教科横断した相互の授業公開や研究週
間を行いICT機器の活用を踏まえた授業改善を行う。
③ICT機器を活用した個別学習、協働学習を積極的に取
り入れる。
④進路指導部が主体となり、積極的に参加しやすい状
況に配慮しつつ、進路希望や学習段階に沿った進路補
習を実施する。
⑤学習サポーターを効果的に活用し、進路指導の充実
を図る。
⑥指名制の補習や学習会を効果的に実施する。

【現状】
  生徒間の学力差が大きく、少人数・習熟
度別授業を展開している。全教員が公開授
業を実施し、教科にとらわれず分かりやす
い授業の在り方について研鑽している。ま
た、学校生活全般、各教科学習に置いて積
極的にICT、タブレットを活用しているが、
教員間のICT活用スキルの差はある。
【課題】
  学習状況の二極化に対して、各教員の授
業力の向上を図る必要がある。また、生徒
個々の学習意欲を高めるため「わからな
い、なんでだろう」から「わかった、もっ
と知りたい」のプロセスを共感し合える授
業を目指す。ICTやタブレットを効果的に活
用し、学習効果を高める、正しい情報活用
能力の向上につなげる必要がある。

【現状】
  学校全体としては落ち着いた雰囲気が醸
成されてきた。しかし、一定数の生徒指導
案件はみられる。様々な要因はあるが、人
間関係や主体的に生活を創造することを苦
手とする生徒が目立つようになってきた。
進学・就職共に100パーセントの進路実現を
かなえているが、上記生徒像、時勢もある
のか1つ上の目標に向かって進路を目指す生
徒は少ない。
【課題】
  卒業後の生活、進路を定めていくため
に、自己肯定感を高め、将来を前向きにと
らえられるよう一人一人の可能性を広げる
生徒指導、進路指導が重要である。また、
そのためには規律順守と創造する力を育成
する必要がある。一人一人の教員のキャリ
アや専門性をいかしつつ、チーム白岡とし
て系統性と一体感のある指導体制が重要で
ある。

【現状】
  部活動に対する生徒・保護者の関心は高
く、成果に対しての満足度も高い。また、
部活動を通して自己実現に向けて努力する
こと、人間関係の醸成など部活動でしか育
めない強みは多い。一方、人間関係作りが
苦手の生徒も一定数はいる。これらを踏ま
え、競技力の伸長とともにコミュニケー
ション能力、人間関係能力の育成など、全
人的な成長を促していく必要がある。
【課題】
  部活動は日常の学校生活とは異なる全人
的成長の機会であることを踏まえ、各部活
動ごとに活動の目標を明確にし、技術力、
想像力を互いに認め、高めあえることが重
要である。また、様々な結果に対して集
団、個人において創造的に捉え、主体的に
今後につながるよう、丁寧且つ前向きな取
り組みとしていくことが大切である。

【現状】
  令和８年度生徒募集では募集人員を満た
すことができなかった。前年度より学校説
明会の内容変更、学校ホームページや
Instagramによる情報発信を積極的に行って
いる。今年度は創立５０年目であり、ＰＴ
Ａ、地域とともに、これからの白岡高校を
創造する記念としての1年間である。

【課題】
  白岡高校の学校生活（学習、部活動、行
事等）の様子を学校ホームページ、
Instagram等を通じてより積極的に情報発信
を行う。また、白岡市を中心とした、通学
区域の市町を中心に学校説明会、部活動体
験などを周知し、直接白岡高校に来ていた
だき、進路選択してもらえるような機会を
設定する。５０周年の節目として周年記念
行事を行い、ＰＴＡ、後援会、地域との連
携をさらに充実させる。

①学校評価「学校からの情報提供への満足度」
の肯定的評価８０％以上であったか。
②ホームページやGoogle Classroomの更新数、
「楽メ」による配信回数が増えたか。
③新聞、広報誌等への掲載回数が増えたか。
④ボランティア活動や特別講座などで地域の方
との連携が図れたか。

達
成
度重　点　目　標

１　基礎的・基本的学力の定着と学習意欲の醸成を少人数・習熟度別授業展開により、推進する。
２　規律ある生活態度を育成し、生徒一人一人の進路希望を実現する指導を推進する。
３　学校行事や部活動等を通して、豊かな心と健やかな身体を育成する。
４　学校・家庭・地域の連携を一層深める学校づくりを推進する。

①授業、単元の前後の生徒の変容を授業評価に
より把握する。また、学校評価アンケート「分
かりやすい授業を行い、熱心に指導している」
「生徒をよく理解し適切な指導をしている」の
肯定的評価８５％以上であるか。
②全教科の授業において、ICT機器を活用して指
導を行ったか。他教科の授業の観察回数を平均
１人以上観察したか。
③学校評価アンケートにおける項目「PCを活用
することによって授業が分かりやすくなった
か」の肯定的評価８０％以上であったか。
④進路補習に参加する生徒が増加したか。
⑤学習サポーターの関わった生徒の進路実現が
９０％以上であったか。
⑥各学期の成績優秀者各学年１０％以上。欠点
保有者各学年１０％以下であったか。

①入学者選抜の出願数が増えたか。
①中学校等に対して、実施時期や方法の工夫改
善、及び中学校等のニーズに合った情報提供で
あるか。
②学校説明会の参加者が増加したか。

　　出席者　学校関係者　  　　 　名
　　　　　　生徒　　　　　　   　名
　　　　　　事務局(教職員)     　名


